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港
区
Ｓ
Ｃ
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

会
員
向
け
接
遇
研
修
を
外
部
委
託
で
は

な
く
、
会
員
の
研
修
講
師
経
験
者
お
よ

び
現
役
講
師
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
全

般
を
担
い
、
実
施
し
て
い
る
。

　
会
員
講
師
は
、
令
和
６
年
２
月
現
在
、

４
人
。
全
員
に
会
員
と
し
て
他
業
務
で

の
就
業
経
験
が
あ
り
、
そ
の
実
体
験
を

踏
ま
え
た
実
践
的
で
、
受
講
会
員
の
目

線
に
立
っ
た
研
修
内
容
が
特
色
で
あ
る
。

　
接
遇
研
修
の
ほ
か
に
、
入
会
後
初
め

て
就
業
し
た
会
員
向
け
の
「
初
回
就
業

後
講
習
」
を
毎
月
１
回
開
催
し
、
回
数

を
重
ね
る
中
で
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て

き
た
。
そ
の
力
を
生
か
し
、「
他
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
に
立
と
う
」

と
考
え
、
令
和
５
年
度
か
ら
港
区
以
外

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
民
間
企

業
等
を
対
象
と
し
た
、
外
部
向
け
研
修

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
員
講
師
、
誕
生
の
き
っ
か
け

　
10
年
ほ
ど
前
、
施
設
管
理
業
務
に
就

い
て
い
た
あ
る
会
員
が
、
接
遇
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
る
か
不
安
に
な
り
、
同

じ
就
業
を
す
る
会
員
仲
間
に
相
談
し
た
。

相
談
を
受
け
た
の
が
、
た
ま
た
ま
研
修

講
師
の
経
験
が
あ
る
会
員
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
事
務
局
に
「
自
分
は
セ
ン
タ
ー

内
の
研
修
講
師
と
し
て
お
役
に
立
て
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
話
を
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
会
員
講
師
に
よ
る

会
員
向
け
の
接
遇
研
修
が
始
ま
っ
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
毎
年
１
回
、
主

に
受
け
付
け
管
理
業
務
に
携
わ
る
百
数

十
人
の
会
員
を
対
象
と
し
た
「
接
遇
・

個
人
情
報
保
護
研
修
」
を
そ
の
会
員
が

講
師
に
な
り
実
施
。
す
る
と
、
企
業
内

研
修
の
講
師
経
験
が
あ
る
と
い
っ
た
会

員
も
加
わ
り
、
現
在
は
４
人
の
会
員
で

講
師
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
研
修
事
業

に
生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
員
講
師
に
よ
る
研
修
の
概
要

　
研
修
は
、
講
師
か
ら
の
一
方
通
行
で

は
な
く
、
受
講
す
る
会
員
と
交
流
を
持

て
る
参
加
型
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
毎
回
導
入
。
港
区
Ｓ
Ｃ
の
会
員
に
対

し
て
現
在
、
次
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

●�

初
回
就
業
後
講
習
（
毎
月
第
２
水
曜

日
開
催
）

　
①
就
業
に
際
し
て
の
お
さ
ら
い
（
就

業
の
ル
ー
ル
・
個
人
情
報
保
護
・
災
害

発
生
時
の
対
応
等
）、②
就
業
マ
ナ
ー
、
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　港区ＳＣでは、平成28年度から会員向け接遇研修等の講
師を会員が務めている。プロの研修講師や企業内研修講師
の経験を持つ会員たちが、経験と知識、かつ会員としての
就業現場での実体験を生かし、会員のための会員目線の研
修を提供。実績を重ねる中、「他のシルバー人材センターの
役にも立てるのでは」と考え、令和 ５年度からは活動領域
を広げ、港区以外のセンターの研修も手掛けている。

会
員
講
師
に
よ
る
会
員
の
た
め
の

接
遇
研
修
が
他
セ
ン
タ
ー
で
も
好
評

公
益
社
団
法
人

港
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
東
京
都
）
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③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
来
客
対
応
や
ク

レ
ー
ム
対
応
な
ど
の
事
例
紹
介
。「
あ
な

た
な
ら
ど
う
す
る
」を
考
え
て
も
ら
う
）

を
内
容
と
し
て
い
る
。

●�

接
遇
・
個
人
情
報
保
護
研
修（
毎
年
１

回
開
催
）

　
講
師
グ
ル
ー
プ
と
事
務
局
と
で
相
談

し
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
自
分
力
発
見
講
座
」、令
和

２
～
４
年
度
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
コ
ロ
ナ

の
接
遇
」。令
和
４
年
度
の
研
修
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
づ
く
り
と
ベ
ー
ス

マ
ナ
ー
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
ク
レ
ー
ム
、

個
人
情
報
保
護
に
触
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
、
思
い

込
み
と
勘
違
い
等
に
つ
い
て
「
こ
ん
な

時
ど
う
す
る
」
を
考
え
て
も
ら
う
）
を

実
施
し
た
。

都
内
複
数
の
セ
ン
タ
ー
か
ら

見
学
や
講
師
依
頼
が
続
々
と

　
外
部
向
け
研
修
事
業
の
受
注
に
向
け

て
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
、「
会
員
講
師
に
よ
る
会
員
の
た
め
の

研
修
」
を
案
内
す
る
チ
ラ
シ
と
、「
会
員

研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
」
を
東
京

都
（
23
区
と
多
摩
地
域
）
の
各
セ
ン
タ

ー
へ
メ
ー
ル
で
送
り
、
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
研
修
の
こ
と
や
、
港
区

Ｓ
Ｃ
の
会
員
講
師
に
よ
る
研
修
へ
の
質

問
・
要
望
等
を
尋
ね
る
内
容
だ
。

　
送
信
後
す
ぐ
に
複
数
の
セ
ン
タ
ー
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
と
研
修
を
見
学
し

た
い
と
い
う
申
し
込
み
が
あ
り
、
９
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
５
セ
ン
タ
ー
が
、

「
初
回
就
業
後
講
習
」「
接
遇
・
個
人
情

報
保
護
研
修
」
を
見
学
し
た
。
見
学
に

来
ら
れ
な
い
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
研
修
の
短
い
動

画
を
送
信
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
東
京
し

ご
と
財
団
（
東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ナ
ー
と
、広
報
誌「
シ

ル
バ
ー
と
う
き
ょ
う
」
に
こ
の
事
業
の

紹
介
記
事
が
載
る
と
、
遠
方
の
セ
ン
タ

ー
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
事
業
を
担
当
す
る
事
業
推
進

課
営
業
推
進
担
当
の
河
村
岳
郎
次
長
が
、

都
内
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど

で
も
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
た
。

外
部
向
け
研
修

令
和
５
年
度
の
実
績

　
１
件
、
２
件
と
依
頼
が
入
り
、
令
和

５
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
次
の

セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
受
け
て
、
接
遇
研

修
等
を
各
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
（
か

っ
こ
内
は
開
催
日
と
受
講
者
数
）。

　
世
田
谷
区
Ｓ
Ｃ
（
10
月
24
日
、
約
60

人
）、府
中
市
Ｓ
Ｃ
（
11
月
20
日
、
約
70

人
）、中
央
区
Ｓ
Ｃ
（
11
月
21
・
27
・
29

日
、
合
計
約
１
４
０
人
）、文
京
区
Ｓ
Ｃ

（
11
月
22
・
29
・
30
日
、
合
計
約
１
０

０
人
）。以
降
、
令
和
６
年
２
月
に
も
実

施
し
、
令
和
６
年
度
の
開
催
予
定
も
入

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
９
月
に
は
、
民
間

研
修
の
企
画
か
ら
運
営
全
般
ま
で
担
っ
て
い

る
講
師
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

港
区
Ｓ
Ｃ
で
は
、
会
員
講
師
に
よ
る
会
員
の

た
め
の
接
遇
研
修
等
を
実
施
。
港
区
以
外
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
も
受

け
て
い
る
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企
業
か
ら
新
人
向
け
研
修
を
受
注
。
２

日
間
に
わ
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研

修
を
実
施
し
た
。
そ
の
う
ち
１
日
は
外

国
人
向
け
で
、
英
語
で
対
応
し
て
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
伝
え
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
向
け
研
修
を
主
と
し
て
受

け
て
い
く
方
針
だ
が
、
声
が
掛
か
れ
ば

民
間
企
業
等
の
依
頼
に
も
応
じ
て
い
く
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
依
頼
先
の
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が

ら
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
の
た
め
、
事
前
に
行
う
研
修
担
当

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
大
切
に
し
て
い

る
。
研
修
時
間
は
１
時
間
30
分
。
要
望

が
あ
れ
ば
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

　
講
師
グ
ル
ー
プ
の
４
人
は
、
全
員
が

施
設
管
理
や
企
業
の
備
品
管
理
、
施
設

な
ど
で
の
受
付
業
務
等
の
就
業
を
経
験

し
て
い
る
。

　
河
村
次
長
は
、「
就
業
経
験
が
あ
る
の

で
、
講
師
は
自
分
の
言
葉
で
リ
ア
ル
な

話
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
実
際
に
起
き
た
ク
レ

ー
ム
や
問
題
に
対
処
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ

ー
イ
ン
グ
を
必
ず
取
り
入
れ
ま
す
。
各

セ
ン
タ
ー
の
現
場
で
起
き
た
事
例
を
事

前
に
把
握
し
、
そ
の
事
例
を
盛
り
込
ん

だ
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
が
特
に
好
評

で
す
」
と
研
修
内
容
に
自
信
を
見
せ
る
。

受
講
者
の
感
想

　
都
内
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
接
遇
研

修
等
を
受
講
し
た
会
員
の
受
講
後
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回
答
人
数
１
３
４
人
）
結
果

で
は
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
９
割
超

が
「
十
分
理
解
で
き
た
」（
46
％
）、「
理

解
で
き
た
」（
45
％
）
と
回
答
。
講
師
の

指
導
は
、
約
９
割
が
「
非
常
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
」（
49
％
）、「
分
か
り
や
す

か
っ
た
」（
40
％
）
と
回
答
し
、
受
講
者

の
満
足
度
は
高
い
。
ま
た
、
次
の
よ
う

な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
同
世
代
で
同
じ
体
験
を
し
て
い
る

４
講
師
の
話
は
説
得
力
が
あ
り
、
分
か

り
や
す
か
っ
た
」

　
「
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
事
例
集
が

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

　
「
先
生
が
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
方
だ

け
に
、
と
て
も
身
近
な
問
題
を
取
り
上

げ
て
く
れ
た
の
で
、
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」

　
「
港
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

２
人
に
感
謝
し
ま
す
。
す
ご
く
良
か
っ

た
で
す
」

会
員
講
師
の
メ
リ
ッ
ト

　
堀
吉
光
事
業
推
進
課
長
兼
事
務
局
長

代
理
は
、
会
員
講
師
の
４
人
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
熱
意
に
あ
ふ
れ
、
自
分
た
ち
で
常

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
で
セ
ン

タ
ー
で
の
就
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
ほ

し
い
、
講
師
と
し
て
そ
う
い
う
気
持
ち

で
臨
ん
で
い
ま
す
。
研
修
の
最
初
に
必

ず
、『
私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
会
員
で
す
』
と
自
己
紹
介
し
ま
す
。

同
じ
会
員
と
い
う
こ
と
で
、
受
講
す
る

会
員
の
耳
が
そ
こ
で
開
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
会
員
講
師
が
行

う
研
修
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
」 会員講師による会員のための研修風景
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今
後
の
取
り
組
み

　
今
後
は
、
東
京
都
以
外
の
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
依
頼
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。
旅
費
が
掛
か
る
た
め
、
複
数
の
研

修
を
連
日
実
施
す
る
工
夫
を
す
る
な
ど

し
て
、
受
け
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
加
え
て
、
河
村
次
長
は
次
の
２
点
を

挙
げ
た
。
一
つ
は
、
接
遇
研
修
の
充
実
。

「
セ
ン
タ
ー
会
員
の
就
業
で
、
受
付
業

務
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
研
修

と
考
え
ま
す
。
研
修
の
際
に
一
番
大
切

な
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
研
究
で
、

過
去
に
実
際
に
起
き
た
事
例
は
、
い
わ

ば
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
必
要
な
セ
ン
タ

ー
の
宝
物
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
研
修

講
師
は
、
過
去
事
例
を
最
大
限
活
用
し
、

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
組
み
立
て
た
研
修

を
提
案
し
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
目

指
し
ま
す
」

　
二
つ
目
は
、
新
た
に
取
り
組
み
始
め

た
講
習
に
つ
い
て
、「
研
修
講
師
を
希
望

す
る
会
員
を
対
象
と
し
た
講
師
養
成
講

習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

に
来
て
い
た
だ
く
か
、
こ
ち
ら
か
ら
出

張
し
て
実
施
し
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

　
講
師
養
成
講
習
は
、「
他
の
セ
ン
タ
ー

に
も
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な
会
員
が
い

る
は
ず
」
と
話
す
４
人
の
会
員
講
師
の

提
案
で
生
ま
れ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
「
港
区
Ｓ
Ｃ
は
会
員
数
約
１
８
０
０

人
、
そ
の
中
に
プ
ロ
の
研
修
講
師
や
企

業
内
研
修
で
講
師
経
験
を
持
つ
会
員
が

い
る
よ
う
に
、
他
の
セ
ン
タ
ー
で
も
、

同
様
の
会
員
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
会
員
向
け
研
修

の
講
師
に
な
り
た
い
と
思
う
会
員
も
い

る
で
し
ょ
う
」（
河
村
次
長
）。養
成
講
習

の
内
容
は
、
受
講
者
の
講
師
経
験
の
有

無
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
。

　
堀
事
務
局
長
代
理
は
、「
４
人
の
講
師

は
自
分
た
ち
の
仕
事
を
増
や
し
た
い
と

い
う
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

い
。
頼
も
し
い
で
す
」
と
講
師
グ
ル
ー

プ
を
評
価
。

　
河
村
次
長
も
う
な
ず
き
な
が
ら
、「
見

学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
全
シ

協
の
会
議
な
ど
で
東
京
に
来
ら
れ
る
際
、

ぜ
ひ
港
区
Ｓ
Ｃ
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
明
る
い
表
情
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

�

（
増
山
美
智
子
）

研
修
で
は
、
就
業
現
場
で
実
際
に
起
き
た
ト

ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
を
、
実
践
的
に
学
べ
る
ロ

ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
が
特
に
好
評
だ

事業運営状況� （平成30年度～令和 4年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成30 812 853 1,665 3.0 1,243
（155,847） 74.7 2,568 792,130 33.4/66.6

令和元 809 867 1,676 3.0 1,243
（150,431） 74.2 2,576 776,338 34.7/65.3

2 808 878 1,686 3.0 1,312
（137,092） 77.8 2,299 701,795 36.2/63.8

3 819 883 1,702 3.0 1,255
（150,473） 73.7 2,384 773,789 36.7/63.3

4 848 929 1,777 3.0 1,444
（153,868） 81.3 2,439 805,349 34.2/65.8

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む

令
和
５
年
10
月
24
日
、
世
田
谷
区
Ｓ
Ｃ
の
依

頼
で
行
っ
た
組
長
班
長
合
同
研
修
会
の
様
子
。

港
区
以
外
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

依
頼
を
受
け
て
初
め
て
行
っ
た
研
修
で
あ
る


